








はじめに 

プロスタグランディン(PG)合成阻害剤が胎児動脈管収縮作用を有することが明らかとなり

,現在インドメサシンによる薬物学的動脈管閉鎖療法が未熟児動脈管開存症(PDA)の治療に

もちいられ,有効性が確認されている。しかし,インドメサシン以外の PG合成阻害剤による

動脈管閉鎖療法の試みはアスピリンによる報告があるのみである。 

PG 合成阻害剤であるメフェナム酸(MA)を未熟児 PDA(classical PDA)の動脈管閉鎖療法に

使用し,その効果を Cardiovascular dysfunction Score(CVD Score)(Yeh T.F.et a1.:J.

Pediatr.,98:137,1981)心エコー図,Pulsed Doppler Echocardiogra-phy(PDE)にて検討し

た。 


